
一
群
の
翼
や
す
め
て
春
の
湖 

 

西 

町 

金
澤 

賴
子 

更
衣
姉
の
遺
愛
の
白
紬 

 

元 

町 

印
牧 

安
子 

五
月
雨
の
優
し
さ
を
抱
き
赤
い
傘 

緑 

町 

齋
藤 

嘉
子 

た
お
や
か
に
夏
大
島
の
媼

お
う
な

か
な 

仲 

町 
坂
部 

和
子 

黒
土
の
韮に

ら

の
ハ
ウ
ス
に
春
日
差
す 

元 

町 

西
崎 
弘
子 

胸
の
内
今
も
語
ら
ず
花
曇
り 

屯
田
町 

古
屋 

克
江 

春
禽
の
季
節
忘
れ
ず
唄
ふ
声 

仲 

町 

梅
基 

敬
子 

せ
せ
ら
ぎ
や
真
白
く
立
て
り
水
芭
蕉 

 
 

 
 

 

旭 

町 

大
河 

 

茂 

風
光
る
健
康
託
し
伊
勢
参
り 

南
桜
町 

宮
腰 

幸
子 

五
月
雨
の
続
く
予
報
や
農
は
遅
々 

元 

町 

竹
内
ス
ミ
エ 

ゆ
ら
ゆ
ら
と
孵
化
の
日
近
き
蝌
蚪

か

と

の
紐 

 
 

 
 

 

藤
本
町 

池
田 

良
子 

母
の
日
や
娘
も
母
の
座
に
二
十
年 

 
 

 

旭 

町 

宝
澤 

房
子 

詰
衿
の
制
服
凛
凛
し
風
光
る 

西
原
町 

児
玉
久
美
子 

花
の
芽
の
物
思
ひ
つ
つ
昨
日
今
日 

 
 

 
 

仲 

町 

玉
野 

研
一 

 

花
辛
夷

こ

ぶ

し

三
児
の
母
の
笑
顔
か
な 

屯
田
町 

伊
藤 

タ
カ 

虹
の
端
消
ゆ
る
あ
た
り
が
町
境 

仲 

町 

徳
井 

隆
男 

地
震
の
地
の
桜
負
げ
ず
に
開
き
け
り 

西
岡
町 

渋
谷
み
さ
子 

春
の
風
ろ
じ
を
く
ぐ
り
て
追
っ
て
来
る 

西 

町 

岸
波 

君
江 

鯉
の
ぼ
り
舞
う
や
ひ
孫
を
抱
き
眺
む 

元 

町 

鹿
野
登
美
子 

ふ
る
さ
と
の
風
き
き
た
く
て
木
の
芽
ど

き 
 

 
 
 

東
町 

高
草
木
喜
代
子 

カ
ー
ト
よ
り
肉
落
ち
そ
う
な
子
供
の
日 

藤
本
町 

高
井 

孝
子 

明
け
方
に
目
を
こ
ら
し
見
ゆ
帰
雁
か
な 

東 

町 

高
橋
世
津
子 

ク
ロ
ッ
カ
ス
見
上
げ
る
空
に
背
伸
び
し

て 
 

 
 
 

西
岡
町 

高
瀬
久
美
子 

水
仙
の
黄
色
や
さ
し
く
手
に
持
た
れ 

西 

町 
文
梨 

清
子 

か
た
く
り
に
お
じ
ぎ
を
さ
れ
る
散
歩
道 

西 

町 

前
橋 
芳
香 

被
災
地
に
花
の
宰
相
咲
く
頃
と 

旭 

町 

大
河
内
清
枝 

一
点
を
見
つ
め
て
望
郷
啄
木
忌 

 
 

 
 

 

仲 

町 

芳
賀 

星
子 

 

 

 

                   

トトシュとマリーとたんすのおうち 
 

カタリーナ・ヴァルクス（作） 

クレヨンハウス 

 道端に置きっぱなしのタンス

を別荘にした、テントウムシの

マリーちゃんと、そのタンスを

家で使おうと、持ち帰ろうとし

たネズミのトトシュが出会って、

一緒に暮らすことになります。

ちょっとわがままなテントウムシ

と優しいネズミ、仲良くやって

いけるでしょうか。        

ふわこおばさんの ぱーてぃー 
 

ディック・ブルーナ（作・絵） 

福音館書店 

 うさぎのうさこちゃんには、

「ふわこおばさん」という親戚が

います。ふわこおばさんは、パ

ーティを開くことを考えまし

た。ぶたのうたこさんやそのお

友だちに招待状を書いて、お

部屋を飾って、おいしいお菓

子をつくって準備完了です。

みんなを楽しませる、とてもや

さしいおばさんでした。         

新着図書 
 
・新幹線パーフェクトバイブル 学研 

・おうちでタイの屋台ごはん 岡本麻里 著 

・病気になりやすい「性格」 辻一郎 著 
 
ほか 


